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【授業研究②】

「読むこと」「書くこと」



【単元目標】 ALTに宝物クイズを出して交流するために、
自分のことについて話したり友だちのことについて聞いたりしながら、
伝え方を工夫して話すことができるようにする。
例文を参考に文を読んだり、書いたりする。
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伝え方を工夫して



【協議】

１ 本時の目標を達成するための手立てについて

（ 特に、「やりとり」、「中間指導」を繰り返し、

児童が表現に十分に慣れ親しんだ上で、
宝物クイズを「書く」活動を行う展開について）



 Today’s goal の
「ALTに伝わるように」
の部分について、児童
それぞれが「どのような
特徴があれば伝わるの
か」を明確に意識でき
ていることが大切

 「伝わりやすさ」の異な
るモデルを例示して、児
童自身に違いを考え、
ことばとして表現させる



 「児童が英語で表した
かったこと」について、
単語レベルで提示する
場合と、文のレベルまで
整えておくべき場合を
意図的に区別する

 中間指導がとても効果
的に組み込まれている

 表現上の「伝わりやす
さ」と、内容上の「伝わ
りやすさ」、２つの観点
から児童の様子を見取
ることができる
（それぞれを児童自身
も明確に認識している
ことが大切）





 「何のために書くのか」
という書く目的、「どの
ようなことを意識して書
くのか」という目標を、
児童と指導者とで明確
に共有できているか

 せっかく書き写す活動
を行うなら、直後に「読
む（read aloud）」の
活動も組み込みたい
（ただし、「読み」ながら
のやり取り [コミュニ

ケーション] にはしない）



 振り返りの視点をもた
せることは大切

 次時の見通しは、次時
のめあての確認につな
がる。「前時の自分の
姿とどのように異なるの
か」が明確に伝わるよ
うに





【協議】

２ 小学校の段階で「書くこと」の指導を行う際、

どの程度まで求めるとよいか。



【書き写し】の活動

 何のために書くのか（目的）
 どのようなことを意識して書くのか（目標）

表現面（知識・技能）：文字の形、位置、 etc.
表現面（知識・技能？）：語としてのまとまり
表現面（知識・技能？）：文としてのまとまり

内容面（思考・判断・表現）：
(1) 「伝わりやすい語句や表現」の選択
(2) 「クイズとして適切な（３つ目のヒントでよう

やく答えが分かる方がよい）」内容、構成
（順）



文のはじめは「大文字」になっていますか？
 文のおわりには「. （ピリオド）」がついていますか？
 場所や人の名前、地名などのはじめは「大文字」になっていますか？
 語と語の間にはスペースがあいていますか？ ⇒ n や o が1つ分（以上）
 語はキュッとまとまっていますか？ ⇒文字が重なったり、くっつくのとは違う
 ４線のルールに従って書いていますか？
・・・

 文のはじめは「大文字」で書いている
 文のおわりには「. （ピリオド）」をつけている
 場所や人の名前、地名などのはじめは「大文字」になっている
 語と語の間にはスペースがあいている
 語はキュッとまとまっている
 ４線のルールに従って書いている
・・・

できることを
ひとつずつ
重ねていくイメージ

「書き写し」後に可能となる「読む」活動

 自分で書き写したものを発音してみる

 書き写したものを友だちに見せながら（指で文字を追いながら）、音声でクイズを出題してみる

 書き写したものをタブレット上などで共有し、友だちのものを任意に選んで解いてみる（その際、
視覚情報を添えるなどの支援を）



phonologically regular な語の意図的な導入

書記素（音を表す記号）としてのアルファベット大文字と
小文字の形の識別（可能であれば定着まで）

音韻認識（語、脚韻、音節内単位、音素の単位）

語や文を「読む（read aloud）」する活動は、書き写し
直後に

語単位で一部の文字のみ「書き写す」活動を通して、
個々の音が文字で表されることへの気づきを促す

任意の文字を書く活動は、大きく、運筆を意識して、正確
さを重視しすぎないように

phonologically irregular な語にも自然に触れる

アルファベットの大文字と小文字の区別は習得済

音韻認識指導の効果を維持するための文字使用の
流れから、フォニックス導入

書き写しの段階を経なくても、綴りを見て語を「読む
（read aloud）」できるように

音声で慣れ親しんでいる語を分解し、音素単位で文字
と関連づけて綴ることができるように

活字体の正確さ、および文字と文字をつないで綴る
ことも視野に

「読むこと」「書くこと」の小中接続に向けて

（書き写した）語句や文を見て「読む（read aloud）とき、
児童は何を見ていますか？

語句や文を「書き写す」とき、児童は何か言っていますか？
言っているなら、それはどのような音ですか？



◆文字や語、文を書き写すこと

 何のために書き写すのか（目標）を児童と共有する
 文字を書く練習／文字を書いて伝え合う活動
 語を書く練習／語を書いて伝え合う活動
 文を書く練習／文を書いて伝え合う活動
 語の中の特定の文字に焦点を当てる（名称、音）／語全体の形のまとまり

に焦点を当てる（文字間）
 文の中の特定の語に焦点を当てる（発音）／文全体の形のまとまりに焦

点を当てる（語間）

◆文字を書くこと

 まず大まかな形を、大きく書く練習から
 手本から目を離して書いてみる
 空書きでも「くっつくところ」や「大きさの違い」などを意識して
 リズムよく、メリハリつけて
 空でも語（文字のまとまり）を書いてみよう
 紙面に移っても、４線が小さすぎないように。太めの鉛筆で運筆から
 黙って書くのか、何か言いながら書くのか？



◆読むこと

 繰り返し目にしてきた文字のまとまり（sight word）だから、
それ（その語）を見て発音できる

 書き写したばかりの語句や表現だから
声に出して読める（read aloud）

 視覚情報が表す語を言えるから、
綴りを見ながら読める（read aloud）

 読める（read aloud）語句や表現だから、
意味が分かる

 語の発音が分かるから、（そしてローマ字綴りの知識もあるから、）
語の「はじめの音」を取り出して言える



下田先生、

寺地小学校の先生方、

６年1組の児童のみなさん
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